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　近年、高齢者や障がい者の消費者被害は年々増加傾向にあります。ま
た被害の内容もより深刻なものになってきています。佐渡市消費生活セ
ンターに寄せられた相談の中にも、勧誘をはっきりと拒否できない心理
を巧みにつかれて、次々と高額商品を購入させられ、大切な老後資金を
すっかり失くしてしまったという方もいます。とりわけ、日中独りで自宅に
居ることが多く、周りに相談する人もいないという高齢者が、悪質事業者
のターゲットになっています。
　こうした高齢者の消費者被害を少しでも防止するためには、ご家族はも
とより、高齢者の身近にいる方 （々民生委員さん、ケアマネージャーさん、
ヘルパーさん、郵便局の配達員さん、宅配業者さん、金融機関のみなさ
ん）、さらには地域住民の皆さんなどのご協力により、高齢者への声がけ
や「いつもと違う？」という気づきなど「見守る」ことがとても大切です。
　この冊子は、トラブルに気づいた時、ちょっとした心配などがあった場
合に、消費生活センター等相談機関への「橋渡
し」をしていただくためのハンドブックとして作
成しました。高齢者を悪質商法の被害から守るた
め、少しでも役立てていただければ幸いです。
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今なぜ見守りが必要なのか。

見守りの方法

　日本の少子高齢化は、世界でも例を見ないス
ピードで進んでいます。佐渡市においても高齢化
率は、平成27年9月30日現在39.5％となっており
超高齢化社会の到来が現実となっている状況に
あります。また、離島ということから、高齢者の
ひとり暮らしや高齢者夫婦のみの世帯が増加し
ており、見守りは自治体の取り組むべき課題であ
るとともに、住民同士で支えあう取り組みも重要
になってきます。そして見守りは、住民、民間事業
者、行政等様々な主体が、それぞれの役割分担の
下で連携して行われることが重要です。

　見守りは、住民同士がさりげなく気遣
い、困ったときに遠慮なく助けを頼める
ような地域であることが望まれます。そ
のためには、地域の誰もが見守りに関わ
る意識をもつことが大切です。地域で
活動する民生委員、商店街、郵便局、宅
配業者、金融機関の方々も見守りの担
い手として重要な役割を果たします。ま
た、介護支援事業者や地域包括支援セン
ターなどは専門性を活かした見守りを行
います。

・�地域住民や商店街、郵便
局、宅配業者、金融機関な
どが、日常生活や日常業務
の中で、いつもと違う、何
かおかしいと感じる人が
いたら、消費生活センター
などの専門の相談機関に
つなげるなど、地域で緩や
かに行う見守り活動。

・�定期的な安否確認や声が
けが必要な人に対して、民
生委員・児童委員、ケアマ
ネージャー、自治会、老人
クラブなどが訪問するな
ど、担当地区ごとに行う見
守り活動。

・�認知症などで対応が困難
な場合に、地域包括支援セ
ンターの職員が専門的な
知識や技術をもって行う見
守り活動。

緩やかな
見守り

担当による
見守り

専門的な
見守り

見守りの方法

1
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佐渡市高齢化
率

平成27年9
月現在

39.5％

警察署

地域包括
支援センター

介護サービス事業所

郵便・宅配
サービス事業者

老人クラブ

社会福祉
協議会

金融機関

民生委員

消防団

町会・自治会

地域住民の
みなさん

医療機関 消防署
商店街
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高齢者や障がい者の消費者トラブルの特徴3

だまされたことに気づきにくい
　優しい言葉で近寄ってくる悪質業者の話を信じ込ん
でしまい、まさか自分がだまされているとは
気づかずに契約してしまうケースが多く
あります。

一度だまされると、悪質業者の「カモ」にされる
　一度被害にあうと、悪質業者は次々と契約を迫ってきます。周囲の
人が気づかないうちに被害が高額化・深刻化しているケースも少なく
ありません。

被害にあっても誰にも相談できない
　だまされた自分が悪いと自らを責め、人に迷惑を
かけまいと誰にも相談できずにいる方もいます。中
には、悪質業者から口止めされているケースも。

特徴1

特徴3

特徴2
全ての責任はワシに
あるんじゃ。人に迷惑
はかけられんわい！

ククッ、
ちょろいもんだぜ

◆相談できない理由

・ 恥 →	“しょしねー”→隠したい
・自責→	“おらが悪りーからしょーがねえ”	
	 “もう、いいんです、終わったことですから”

・ 怖 →	“家もんに怒られる”
・ 忘 →	“良く覚えとらん”

だまされても
誰にも相談できない
「カモ」にされ、次々に迫られて、
被害が大きくなるケースも少なくない

あの人はいい人です！
私はだまされてなんか

いないわ！



  高齢者が抱える

3つの不安（3Ｋ）
  障がい者の特性
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◆悪徳業者が狙っています
●訪問販売や電話勧誘がきっかけとなることがほとんどです。
●悪質業者は、親切で優しい人を装って近づいてきます。

高齢者や障がい者の
不安につけこみ親切を装い
　　　　　　　近寄ってきます

お金
KANE

健康
KENKOU

孤独
KODOKU

老後の蓄えを少しでも
増やしたい…。
孫に小遣いをやりたい…。

体調を良くしたい…。
健康になりたい…。

話し相手がいない…。
さみしい…。

●契約に必要な情報が十分得られない。
（例：契約書が点訳されていない）
●�前向きな思いを逆手に取った被害も発生し
ています。

※�障がい者には、身体障がい者、知的障がい者、精神障
がい者などさまざまな方がいます。障がいの種類、程
度によって状況が異なるため障がい者の特性を一律
に論じることはできません。

必ず儲かる

これさえ買えば
幸せになれる

今日だけ
タダで配付 無料点検中

以前の被害を
回復できる

（身に覚えがないのに）

利用料が支払われ
ていない

（応募してないのに）

当選しました！代わりに買って
くれたら高値で
買い取る

社会で
自立したい

周囲に認めて
もらいたい

純粋で
信じやすい

複雑な話を理解
するのが苦手

外見からは
分かりにくい

例えば

耳が不自由
例えば

目が不自由

例えば

手や足が不自由

●�訪問販売や電話勧誘がきっかけとなるこ
とがほとんどです

●�悪質業者は、親切で優しい人を装って近づ
いてきます。
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高齢者や障がい者の身近にいる人々　 による消費者被害の発見事例4

ケース1 健康食品
被害者 ８０代　女性

発見した人 ケアマネージャーさん

発見の
経緯

担当する高齢者宅で宅配便と
ともに請求書を発見。高齢者
本人に事情を聞いたところ、電
話勧誘により高額な健康食品
の契約をしたことが判明。

ケース3 白アリ駆除サービス
被害者 ７０代　女性

発見した人 民生委員

発見の
経緯

判断力が衰え介護サービスを
受けている高齢者宅を訪問し
た際、高額の領収書を発見。
領収書には「白アリ駆除サービ
ス」と書かれているが、料金支
払いについての本人の記憶が
曖昧な上、契約書もないこと
が判明。

ケース2 メガネ
被害者 ７０代　男性

発見した人 ヘルパーさん

発見の
経緯

担当する認知症の高齢者宅に
訪問中、メガネの訪問販売が
あった。契約はしていなかった
が本人の金銭管理は近所に住
む親族がしているため、今後同
じような訪問販売があった際
の対応について、消費生活セン
ターに問い合わせた。
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消費生活センター
に報告された
9つのケースを
紹介します。

高齢者や障がい者の身近にいる人々　 による消費者被害の発見事例

ケース5 お菓子、書籍など
被害者 ３０代　男性

発見した人 障がい者施設職員

発見の
経緯

グループホームに入所している
入居者の部屋に多数の請求書
があり、商品もすでに消耗して
いるものもあるが、通信販売
で購入したことがわかった。

ケース7 健康器具
被害者 ７０代　女性

発見した人 地域の商店街の商店主

発見の
経緯

近所で男性が「たまご10円」と
書かれたチラシを配り、高齢者
を会場に誘っているところを
目撃して不審に思い消費生活
センターに問い合わせた。

ケース9 投資信託
被害者 ７０代　男性

発見した人 近所の住民

発見の
経緯

隣人の男性から電話勧誘によ

り投資信託の契約をし、高額

な支払いをしたが契約内容が

不明で不安であるとの相談を

受けた。

ケース6 絆創膏、ブレスレット他
被害者 ７０代　女性

発見した人 地域包括支援センター職員

発見の
経緯

訪問販売で「神経痛」が治ると
いう絆創膏（75万円）の契約
をしていたが、その他に高額な
ブレスレット等の契約を結んで
いることがわかった。

ケース8 布団
被害者 ７０代　女性

発見した人 銀行員

発見の
経緯

高齢者本人が、布団代金支払
いのために銀行に預金の引き
出しを依頼した。この際担当し
た行員が、引き出し依頼書が
高額であったため、被害の可能
性があると判断した。

ケース4 アルバム
被害者 －	 －

発見した人 民生委員

発見の
経緯

担当地区の市営住宅にて、アル
バムを無断で送りつけられる
問題が発生し困っていると聞
いた。対策について消費生活
センターに問い合わせた。
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見守りから相談までの流れ5
⑴ �日頃から、高齢者や障がい者本人の部屋や家の様子、 

言動や態度に変化や不審な点がないか気をつけましょう。

⑵ �少しでも変化に気づいたら高齢者や障がい者本人に声をかけ、 
経緯などを確認しましょう。

最
近
、

見
慣
れ
な
い
人
が

出
入
り
し
て
ま
す
。

　
大
丈
夫
か
し
ら
…

具
合
が
悪
そ
う
で
す
ね

大
丈
夫
で
す
か
？

家
の
周
り
が

荒
れ
放
題
だ
…

郵
便
受
け
に

新
聞
が
た
ま
っ
た
ま
ま
だ
わ

どうされたんですか

それは信用できる
業者ですか 何か買わされ

ませんでしたか
誰かに相談して
みましょう

私のところにも
同じ電話が
あったんですよ

一緒に考えて
みましょう

お困りことは
ありませんか

新しく買われ
たんですか



9

⑶ �高齢者や障がい者がトラブルや被害にあっているとわかったら、 
すぐに消費生活センターなどの相談機関へ相談しましょう。

★�「だまされたのは自分が悪かったからだ」などとして相談をためらうことが多いという実
態があります。しかし、本人に被害を自覚して解決しようとする姿勢を持ってもらうこと
は、その後の相談処理や被害回復の点からも効果が大きいので、被害を発見した場合に
は、本人に相談を勧めてみましょう。

★�相談をためらう高齢者や障がい者に相談を勧めることは、尊厳やプライバシーへの配慮、
相互の信頼関係などが必要とされることから難しい面もあるため、相談を勧めても本人に
その意思がない場合には、ひとまず経過を見守る対応をしてみます。しかし、明らかに悪質
商法による被害を受けていると思われる場合には、本人の個人情報には触れずに、手口や
事業者名などを情報提供してもらうことは可能ですので、それらの情報を得て被害の拡大
を防止します。

★�高齢者や障がい者に相談の意思がない場合でも、特定の個人の被害についての相談とし
てではなく、見守りしている方々からの一般的な事例として相談してもらう方法もありま
す。解決方法も含めて消費生活センター等から助言をうけ、その内容を周りの方々から本
人に伝えることで、「相談してみよう」という気持ちになることもあります。個人情報を保
護しつつ相談に結びつける効果的な方法です。

ご注意 当人が相談をためらうケース

A ひとまず家族や関係機関による見守りを続ける。
B �その高齢者や障がい者本人の個人情報には触れずに、手口や事業者名

などの情報提供をする。
C �特定の個人の被害としてではなく一般的な事例として相談し、消費生活

相談員から受けた解決方法も含めた助言を本人に伝える。

ワシのことは
ほっといてくれ
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相談へつなげよう6
　地域で高齢者等を消費者被害から守る取り組みとして、消費生活センター（消費生活部門）と地域
包括支援センター（高齢福祉部門）と連携し、情報共有することで消費者被害の早期発見、防止のた
めの体制を構築しています。またその他相談機関とも協力し、どの相談窓口でもお話をきかせてい
ただき該当する機関へつなげます。

※�地域包括支援センターは、地域にお住まいの高齢者や障がい者、そのご家族の健康や介

護、福祉などについて相談に対応している公的な専門機関です。

消費生活に関する相談は「佐渡市消費生活センター」へ
高齢者の気になることや相談したいことがあるときは、

「地域包括支援センター」へ

トラブルの
解決

日常生活の
関わり

消費生活
センター

司法書士裁判所

地域包括
支援センター

弁護士
警察

各種相談窓口

民生委員 主治医

障がい者施設の職員

社会福祉協議会

近隣の市民

佐
渡
市

情報収集・整理
問題の解決

問題発見
情報の提供

ケアマネージャー

ヘルパー

宅配業者
金融機関

郵便局

商工会
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クーリング・オフ制度をご存知ですか？7

●�クーリング・オフ期間を過ぎていても、勧誘方法や契約内容に問題があればクーリン
グ・オフができる場合がありますので、あきらめないでご相談ください。

◆クーリング・オフ制度
★�クーリング・オフとは、訪問販売や電話勧誘販売等で商品やサービスの契約をした後でも、一定
期間は、消費者が自由に契約を解除できる制度です。

★�相談支援や訪問活動の中で、悪質商法の被害を受けている様子があれば、できるだけ早く消費生
活センターや他の相談窓口等に相談されるよう勧めてください。（相談先から消費生活センター
へつなげてもらいます）

クーリング・オフの期間等（例）
取引形態 期間 商品・サービス

訪問販売（催眠商法等を含む） ８日 店舗外での指定商品、権利、役務
電話勧誘販売 ８日 電話による指定商品、権利、役務

◆クーリング・オフの方法と効果
事業者に対して
書面（はがき）で通知 ☞ 書面（はがき）は両面ともコピーを

とり、簡易書留か特定記録郵便で

・消印の日付が期間内であれば、事業者に届くのが期間後になっても有効です。
・クレジット契約の場合はクレジット会社にも通知が必要です。
※�取引形態や商品などの条件によっては、クーリング・オフができない場合もあるので、消費生活
センターへつなげてください。

簡
易
書
留
ま
た
は
特
定
記
録

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
書
面
の
書
き
方
例

（
は
が
き
の
場
合
）
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●地域包括支援センター…�高齢者等について各種相談を幅広く受け付けて、制度の
垣根にとらわれない総合相談支援を行っています。

	 佐渡中央地域包括支援センター	 ☎６３－３１２０
	 佐渡東地域包括支援センター	 ☎２３－５５１５
	 佐渡西地域包括支援センター	 ☎５７－８１５２
	 佐渡南地域包括支援センター	 ☎８８－３８４４

●法テラス…�法テラスのスタッフ弁護士が常駐し、法的トラブルの解決を目指し
ます。

	 法テラス佐渡法律事務所　☎０５０－３３８３－５４２２

●ひまわり基金法律事務所…�地域の身近な弁護士として、問題を解決して、笑顔あふ
れる生活を応援します。

	 佐渡ひまわり基金法律事務所　☎５８－７１６６

佐渡市消費生活センター　☎５７－８１４３

●佐渡市総務課 市民相談室  ☎６３－３１１１㈹
●各支所・行政サービスセンター

●佐渡東警察署	☎２７－０１１０
　佐渡西警察署	☎７４－０１１０

「コレってアヤシクない？」「困ったな…」と思ったら

ひとりで悩まず、まずはご相談ください。

消費者ホットライン

佐渡市消費生活センター

☎188
☎0259-57-8143

いやや！ 泣き寝入り！
と覚えてください

1 8 8

困った時の
連絡先はこちら

消 費 者 生 活 相 談 窓 口

平成28年3月発行




